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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月12日(2016.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂発泡体上に粘着剤層を有するシートであって、
　前記樹脂発泡体は下記で定義される応力保持率が７０％以上である、シート。
　応力保持率（％）＝（６０秒後の圧縮応力）／（０秒後の圧縮応力）×１００
　０秒後圧縮応力及び６０秒後圧縮応力：２３℃雰囲気下、厚みが１．０ｍｍであるシー
ト状の樹脂発泡体を、厚み方向に、初期厚みに対して２０％の厚みとなるように圧縮し、
圧縮状態を保持する。圧縮直後の圧縮応力を「０秒後の圧縮応力」とし、圧縮状態を保持
してから６０秒後の圧縮応力を「６０秒後の圧縮応力」とする。
【請求項２】
　前記樹脂発泡体における平均セル径が１０～１５０μｍである、請求項１記載のシート
。
【請求項３】
　前記樹脂発泡体における最大セル径が２００μｍ未満である、請求項１又は２記載のシ
ート。
【請求項４】
　前記樹脂発泡体は、０．０５～５．０ｍｍの厚さを有する、請求項１～３の何れか１項
に記載のシート。
【請求項５】
　前記樹脂発泡体は下記で定義される５０％圧縮時の反発力が０．１～４．０Ｎ／ｃｍ2

である、請求項１～４の何れか１項に記載のシート。
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　５０％圧縮時の反発力：２３℃の雰囲気下、シート状の樹脂発泡体を、厚み方向に、初
期厚みに対して５０％の厚みになるように圧縮した際の対反発荷重
【請求項６】
　前記樹脂発泡体は、熱可塑性樹脂を含む樹脂組成物の発泡体である、請求項１～５の何
れか１項に記載のシート。
【請求項７】
　前記熱可塑性樹脂の２３０℃におけるメルトフローレートが１．５～４．０ｇ／１０ｍ
ｉｎである、請求項６記載のシート。
【請求項８】
　前記樹脂発泡体における前記熱可塑性樹脂の含有割合は７０重量％以上である、請求項
６又は７記載のシート。
【請求項９】
　前記粘着剤層は、２～１００μｍの厚さを有する、請求項１～８の何れか１項に記載の
シート。
【請求項１０】
　前記粘着剤層がフィルム層を介して前記樹脂発泡体上に形成されている、請求項１～９
の何れか１項に記載のシート。
【請求項１１】
　前記粘着剤層は、アクリル系粘着剤および／またはゴム系粘着剤を含む、請求項１～１
０の何れか１項に記載のシート。
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